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(1) 樹木 - 木材 - 木質製品
(形成)
は木質資源の主要なものであって,森林資源に含まれ,産業面では林業,林産業にかかわるが,このほかに
































究がなされている｡一方,桜田らは実測してヤング率の値 1.37×106kg/cm2 を求めているが,Mark や
Jaswon,GillisandMark(以後 JGM と略す)により三次元の理論計算がなされるまでは,研究は鎖状
分子方向に限定された｡ なお JGM や Markの解析は MeyerandMischのセルロース単位胞モデルに
基づいてなされ,Markは横方向を等方性と,また,JGM は近似的に直交異方性と仮定して,弾性定数を
求めている｡ 横方向弾性率 27.7×104kg/cm2,剛性率 4.49×104kg/cm2,ポアソン比0.1という値がよく用
いられる｡
マトリックスは,等質等方性体とみなされ,Srinivasanが単離リグニンを用いて得た実測データーに塞
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表 13)
ヤング率 (×104k9/Cr丘) せん断弾性率(×104k9/Cr丘) ポアソン比
Ex Ey Ez Gxy Gyz Gzx y羊y yyZ レZX
混合則
M+P 15.7 2.25 2.25 0.856 0.953 0.856 0.280 0.180 0.04
Sl～S3 73.7 4.01 4.01 1.04 1.70 1.04 0.190 0.180 0.01
積層体の弾性論 (Tangら)
M十P 15.6 3.01 2.80 0.943 0.867 0.903 0.258 0.346 0.0496
x:軸方向,y:半径万札 Z:切線方向
8×104kg/cm2 の間に変化するヤング率の値を求めている｡ 常温では,このような値を示すマトリックス






早 材 早 材 帆 材 晩 材
(∫) LD十 (∫) LD十
M+P くけ〃> -0.24 -1.20 0.34 -0.26<ol> 0.66 0.48 0.12 0.07
<丁> -0.13 0.00 -0.ll 0.00
∫1 (80) <oIl> -1.03 -0.89 -0.55 -0.21< ol> 070 ,47 16 07
<丁> -0.04 0.07 -0.09 0.01
∫1 (-80) <o"> 1.30 -0.89 1.34 -0.21< ｡⊥ 0.59 0.47 0.08 0.07
<丁> -0.20 -0.07 -0.ll -0.01
∫2 くけf′> 3.70 4.88 1.23 1.27<ol> 0.48 0.21 0.09 0.00
<丁> 0.26 0.20 0.ll 0.01









































































析の結果から木質に関連したものを抜葦したものである｡ 単位は施工面積 (千 m2) 及びその割合 (%)で
ある｡
総計約28.4億 m2の建材出荷量の中で,木質系は約 10億 m2を占め,非住宅にノ削 ､られるものは住宅の Ⅰ
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蓑 34) (日経システム,抜翠)
住 宅 用 (51年 千m2%)
Nu 部 位 1 2屋 根 3 4外 装 5 6内 装 7 8天 井 9 10床
建 材 名 出荷面積 屋 根 材 下 地 材 外 装 材 下 地 材 内 装 材 下 地 材 天 井 材 下地材 床 材 下地材
木質系小計 910,296 164,386 19,157 7.2160,156228,875 42.7 84,360 90,009 64.626,542 62,242 39.9 74,569
金属系小計 119,402 46,639 25.4 57,360 21.6 15,339 2.9 64 0.0
窯業系小計 370,152120,316 65.4 3,404 14,030 5.3 20,698 38,821 7.2 123,153 19,805 14.217,532 8,425 5.4 3,968
その他小計 730,437 16,975 9.2 3,655174,464 65.9 76,944253,270 47.2 45,593 29,669 21.2 3,166 85,384 54.7 41,317
総 計 2,130,287183,930100.0 171,445265,011100.0257,798536,305100.0 253,106139,547 100.047,240156,051100.0119,7854
木 材 板 353,356 117,000 2,500 150,000 4,531 43,000 5,865 9,075 1,385 20,000
普通合板 187,724 43,167 1,003 3,212 15,861 41,360 9,437 6.817,467 10,641 6.8 45,576
特殊合板 256,891 8,400 200,400 37.4 48,091 34.5
複合 フローリング 48,730 48,730 31.2
フローリング 218 218
-- ドボー ド ll,606 7,254 3,606 363 363
セ ミ-- ドボー ド 14,010 1,560 12,450 8.9
パ ーテ ィクルボー ド 12,068 2,414 1,508 905 7,241
木片セメント板 (含硬質) 2,580 240 720 1,260 108 252
木毛セメント板 3,488 1,046 349 349 1,744
パルプセメント板 17,522 2,336 2,336 4,673 2,336 5,841
右こうボ- ド 37,950 10,000 20,510 7,440
化粧石 こうボー ド 22,112 ll,056 ll,056 7.9
石こうボー ド吸音板 34 34
石こうラスボ- ド 86,709 86,709
繊維壁 147,811 147,811 27.6
畳 54,043 54,043 34.6






Nu 部 佼 1 2 3 4 斗l二 5 6 斗二_- 7 8 9 10
建 材_ 名 出荷面積 屋 根 材 屋 根下 地 材 外 装 材 外 衣下 地 材 内 装 樹 内 装下 地 材 天 井 材 天 井下地材 床 材 沫下地材
木質系小計 90,416 10,402 680 0.6 10,402 30,582 21.2 10,228 7,579 ll.5 1,102 13,677 ll.4 5.764
金属系小計 76,922 24,207 32.9 39,443 36.2 10,385 7.2 2,887 4.4
窯業系小計 248,964 29,291 39.8 8,694 29,361 27.0 26,283 31,468 21.9 56,148 31,243 47.610,113 23,434 19.6 2,929
その他小計 289,899 20,045 27.3 7,908 39,455 36.2 12,032 71,574 49.7 7,163 23,950 36.5 907 82,440 69.0 24,425
総 計 706,201 73,543100.0 27,004108,939100.0 48,717 144,009100.0 73,539 65,659 100.012,122119,551 100.033,118
木 材 板 25,810 10,000 200 10,000 350 3,000 450 700 110 1,000
普通合板 13,051 402 402 2,007 7,228 201 402 602 1,807
特殊合板 31,200 480 26,640 18.5 3,840 5.8 240
複合 フロー リング 1,507 1,507
フロー リング 10,674 10,674 8.9
-- ドボー ド 484 E 242 242
セ ミハー ドボ- ド 2,590 1,030 1,560
ノヾ -テ イクルポ- ド 3,017 302 2,715
木片セメント板 (含硬質) 1,620 - 720 180 180 180 120 240
木毛セメント板 13,952 6,104 4.709 2,441 698
パルプセメント板 5,841 935 2,336 467 2,103I
石 こうボー ド 37,949 2,200 28,160 800 6,789
化粧石 こうボー ド 14,741 2,948 ll,793 18.0
右 こうボー ド吸音板 1,654 1,654
石 こうラスボー ド 4,564 4,564
繊維壁 7,780 4,668 3,112
???? ? ? ?? ?? ? ? ?
? ?
















○ コンク リー ト
○ セ ミハー ドホー ト
o o石綿ス レー ト○
パル プセメン ト板 ク ロス類 ○ リシンアク リル
○ パーテ ィクル 石 こうポー ト



































っ,住宅着工量についてみても, 図4のような予測値 とのあいだにずれが生 じていることは注意する必要が
ある｡
ケ - ス 1
??????





個々の建材についてみると, いまだシェアは小さいが,伸び率の大きい AI｣C (Autoclaved Light"心
ghtConcrete)板は PC (PrecastConcrete)板と同様に施工が簡単な乾式工法に用いられシステム化に
適 しているということのほかに,軽量で,耐火性,断熱性,遮音性にす ぐれていて,下地材として使用さjlノ
るo そのほか, 合板の伸び率よりも大きい 値を示すものとしては, 無機材料ではロックウール吸音板,石



















































































福寺三門もその一例で,大仏様三手先となっている｡ 東福寺ヨ HJ修理工事報告書 (昭和53年)によると,そ
の負荷は, 例えば隅柱についてみると, 直径 90･3cm の隅柱の脚部での軸力は90トンに達するため,高さ
約 15cm の各穴の基部は,最下段を除いていずれも勇断破壊を生じている｡ 因みに建築基準法によるひの



























































材 料 タ イ プ
パーテ ィクルボ-ド Ⅰ 優れる
インシュレーシ ョンボード(0.0015)
シ-ジングボード





石膏ボード (表面処理) ⅢPMMA板 ↓
コンクリート
ロックウール 劣る】i































1 2 3 4'5 6 7
因 子 番 号
?
610)
1 2 3 4 5 6 7







主に抽出成分によるもので,これを三属性により表示すると,たとえは シタンは 0･6YR 2.9/2.2,ホワイ








次元となり,第 Ⅰ軸は,｢冷たい｣｢かたい｣対 ｢なめらか｣第Ⅰ軸は ←粗い｣｢もろい｣対 ｢安全な｣の内
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(qp)JllJ Lfン ∠ ･-ム〉/
--1tl
山田 :木質資源科学の一側面
(57 133 267 r)33
J_4<'問 周 波 数 〔1/nl〕
(a)
シラカシ0)パ ワースペ ク トル (木川f'ri)
33 67 133 267 533 1067
空 間 周 波 数 〔1/m〕
(b)
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